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NetApp HCI の利用を開始しましょう

NetApp HCI のインストールと導入の概要

以下の手順を使用して、 NetApp HCI をインストールおよび導入します。このガイドに
は、詳細へのリンクが記載されています。

プロセスの概要を以下に示します。

• [設置を準備]

• NetApp Active IQ Config Advisor でネットワークの準備状況を検証

• [ネットアップチームと連携]

• NetApp HCI ハードウェアを設置

• [ハードウェアの設置後にオプションの作業を実行します]

• NetApp Deployment Engine （ NDE ）を使用した NetApp HCI の導入

• vCenter Plug-in を使用して NetApp HCI を管理します

• Hybrid Cloud Control を使用して NetApp HCI を監視またはアップグレードします

設置を準備

インストールを開始する前に、ハードウェアを受け取る前に、 NetApp HCI インストレーションディスカバリ
ーワークブックの事前チェックリストを完成させてください。

ネットワークと設置サイトを準備

NetApp HCI ネットワークトポロジを簡単にインストールするには、次の手順を実行します。

[簡易化された NetApp HCI ネットワークトポロジの図] | hci_topology_simple_network.png

これは、単一のストレージノードと単一のコンピューティングノードのシンプルなネットワークトポロジで
す。NetApp HCI の最小クラスタは、 2 つのストレージノードと 2 つのコンピューティングノードです。

ネットワークトポロジは、ここに示すものとは異なる場合があります。これは一例です。

このセットアップでは、コンピューティングノードに 2 本のネットワークケーブルを使用してすべての
NetApp HCI ネットワークに接続します。 

次のリソースを参照してください。

• インストール前に NetApp HCI インストール検出ワークブック _ を使用してネットワークを設定してくだ
さい。

• 詳細およびサポートされるその他の構成については、 "_TR-48820 ：『 NetApp HCI ネットワーククイッ
クプランニングガイド』 _"およびを参照して "NetApp HCI のインストールとセットアップの手順 _"くだ
さい。

• ストレージノードが4つ未満のNetApp HCI構成については、を参照してください "TR-4823 ：『 NetApp
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HCI 2 Node Storage Cluster _ 』"。

• 各ストレージノードに使用されるスイッチポートでの Link Aggregation Control Protocol （ LACP ）の設
定の詳細については、を参照してください "ストレージパフォーマンスを最適化するために LCAP を設定
します"。

このセットアップにより、すべてのトラフィックが 2 つの物理冗長ポートに統合されるため、ケーブル配線
が削減され、ネットワーク構成が合理化されます。この構成では、ストレージ、 vMotion 、および仮想マシン
のネットワークセグメントで VLAN タギングを使用する必要があります。管理ネットワークセグメントで
は、ネイティブ VLAN またはタグ付き VLAN を使用できますが、 NetApp Deployment Engine （ NDE ）がネ
ットワークリソースを自動で割り当てることができるように、ネイティブ VLAN が推奨モードです（ Zero

Conf ）。

このモードでは、 vSphere Distributed Switch （ vDS ）が必要です。これには VMware vSphere Enterprise

Plus ライセンスが必要です。

作業を開始する前のネットワーク要件

ここでは前提条件の主な説明を示します。

前提条件の詳細については、を参照してください "NetApp HCI 導入の要件の概要"。

• Bond1G は、ストレージノード上の 1GbE ネットワークポートとコンピューティングノード上の管理イン
ターフェイスを組み合わせた論理インターフェイスです。このネットワークは NDE API トラフィックに
使用されます。すべてのノードが、同じ L2 ネットワーク内の管理インターフェイスを介して通信できる
必要があります。

• Bond10G は 10 / 25GbE ポートを組み合わせた論理インターフェイスで、 NDE がビーコンとインベント
リ用に使用します。すべてのノードが、 Bond10G インターフェイスを介してフラグメント化されていな
いジャンボフレームと通信できる必要があります。

• NDE では、 1 つのストレージノードの Bond1G インターフェイスに少なくとも 1 つの IP アドレスを手動
で割り当てる必要があります。このノードから NDE が実行されます。

• すべてのノードには NDE 検出によって割り当てられる一時的な IP アドレスがあり、これは自動プライベ
ート IP アドレス指定（ APIPA ）によって実行されます。

NDE プロセスでは、すべてのノードに永続的な IP アドレスが割り当てられ、一時的な IP が割
り当てられた APIPA は解放されます。

• NDE では、管理用、 iSCSI 用、および vMotion 用に別々のネットワークが必要ですが、これらのネット
ワークはスイッチネットワーク上で事前に設定されて

NetApp Active IQ Config Advisor でネットワークの準備状況を検証

ネットワークが NetApp HCI に対応していることを確認するために、 NetApp Active IQ Config Advisor 5.8.1

以降をインストールします。このネットワーク検証ツールは他のツールと一緒に配置されています "ネットア
ップサポートツール"。このツールを使用して、接続性、 VLAN ID 、 IP アドレス要件、スイッチ接続などを
検証します。

詳細については、を参照してください "Active IQ Config Advisor で環境を検証"。
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ネットアップチームと連携

ネットアップチームは、 NetApp Active IQ Config Advisor レポートと Discovery Workbook を使用して、ネッ
トワーク環境の準備ができているかどうかを検証します。

NetApp HCI ハードウェアを設置

NetApp HCI は、次のようなさまざまな構成にインストールできます。

• H410C コンピューティングノード：ケーブル 2 本の構成またはケーブル 6 本の構成

• H610C コンピューティングノード：ケーブルを 2 本使用する構成です

• H615C コンピューティングノード：ケーブル 2 本の構成

• H410S ストレージノード

• H610S ストレージノード

注意事項および詳細については、を参照してください "H シリーズハードウェアを設置"。

手順

1. レールとシャーシを設置

2. シャーシにノードを設置し、ストレージノード用のドライブを取り付けます。（ H410C と H410S を
NetApp H シリーズシャーシに設置する場合のみ該当します）。

3. スイッチを設置します。

4. コンピューティングノードをケーブル接続します。

5. ストレージノードをケーブル接続

6. 電源コードを接続します。

7. NetApp HCI ノードの電源をオンにします。

ハードウェアの設置後にオプションの作業を実行します

NetApp HCI ハードウェアを設置したら、オプションでありながら推奨されるタスクを実行する必要がありま
す。

すべてのシャーシでストレージ容量を管理

ストレージ容量がストレージノードを格納したすべてのシャーシに均等に分割されていることを確認します。

各ノードに IPMI を設定します

NetApp HCI ハードウェアをラックに設置してケーブル接続し、電源をオンにしたら、各ノードに Intelligent

Platform Management Interface （ IPMI ）アクセスを設定できます。各 IPMI ポートに IP アドレスを割り当
て、ノードへのリモート IPMI アクセスが可能になったらすぐにデフォルトの管理者 IPMI パスワードを変更
します。

を参照してください "IPMI を設定します"。
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NetApp Deployment Engine （ NDE ）を使用した NetApp HCI の導入

NDE UI は、 NetApp HCI のインストールに使用するソフトウェアウィザードインターフェイスです。

NDE UI を起動します

NetApp HCI では、ストレージノードの管理ネットワークの IPv4 アドレスを使用して NDE に最初にアクセス
します。ベストプラクティスとして、 1 つ目のストレージノードから接続することを推奨します。

前提条件

• 初期ストレージノードの管理ネットワーク IP アドレスを手動で、または DHCP を使用して割り当ててお
きます。

• NetApp HCI 環境に物理的にアクセスできる必要があります。

手順

1. 初期ストレージノードの管理ネットワーク IP がわからない場合は、ターミナルユーザインターフェイス
（ TUI ）を使用します。 TUI には、ストレージノードまたはのキーボードとモニタからアクセスします
"USB スティックを使用します"。

詳細については、を参照してください "NetApp Deployment Engine へのアクセス _"。

2. IP アドレスがわかっている場合は、 Web ブラウザで、 HTTPS ではなく HTTP 経由でプライマリノード
の Bond1G アドレスに接続します。

◦ 例 *: http://<IP_address>:442/nde/`

NDE UI で NetApp HCI を導入

1. NDE で、前提条件に同意し、 Active IQ の使用を確認して、ライセンス契約に同意します。

2. 必要に応じて、 ONTAP Select によるデータファブリックファイルサービスを有効にし、 ONTAP Select

ライセンスを受け入れます。

3. 新しい vCenter 環境を設定します。[ 完全修飾ドメイン名を使用して構成 ] をクリックし、 vCenter

Server のドメイン名と DNS サーバの IP アドレスの両方を入力します。

vCenter のインストールには、 FQDN の方法を使用することを強く推奨します。

4. すべてのノードのインベントリ評価が正常に完了したことを確認します。

NDE を実行しているストレージノードはすでにチェックされています。

5. すべてのノードを選択し、 * Continue * をクリックします。

6. ネットワークの設定を行います。使用する値については、「 NetApp HCI インストール検出ワークブッ
ク」を参照してください。

7. 青いボックスをクリックして、簡易フォームを起動します。

[NDE Network Settings ページ] | hci_nde_network_settings_ui.png

8. ネットワーク設定簡易フォームで次の手順を実行します。
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a. 名前のプレフィックスを入力します。（ NetApp HCI インストール検出ワークブックのシステムの詳
細を参照してください _ ）。

b. VLAN ID を割り当てるには、 [ いいえ ] をクリックしますか ? （これらは、後のメインの [ ネットワ
ークの設定 ] ページで割り当てます）。

c. ワークブックに従って、管理ネットワーク、 vMotion ネットワーク、および iSCSI ネットワークのサ
ブネット CIDR 、デフォルトゲートウェイ、および開始 IP アドレスを入力します。（これらの値につ
いては、 _ NetApp HCI インストレーションディスカバリーワークブック _ の IP 割り当て方法セクシ
ョンを参照してください）。

d. [ ネットワーク設定に適用 ] をクリックします。

9. に参加します "既存の vCenter" （オプション）。

10. NetApp HCI インストール検出ワークブックにノードのシリアル番号を記録します _ 。

11. vMotion ネットワークの VLAN ID と、 VLAN タギングが必要なすべてのネットワークを指定しま
す。NetApp HCI インストール検出ワークブック _ を参照してください。

12. 構成を .csv ファイルとしてダウンロードします。

13. [ 展開の開始 ] をクリックします。

14. 表示された URL をコピーして保存します。

導入が完了するまでに約 45 分かかることがあります。

vSphere Web Client を使用してインストール環境を確認します

1. vSphere Web Client を起動し、 NDE の使用時に指定したクレデンシャルでログインします。

ユーザ名に「 @vsphere.local 」を付加する必要があります。

2. アラームがないことを確認します。

3. vCenter 、 mNode 、および ONTAP Select （オプション）のアプライアンスが警告アイコンなしで実行
されていることを確認します。

4. 2 つのデフォルトのデータストア（ NetApp-HCI-Datastore_01 と 02 ）が作成されていることを確認しま
す。

5. 各データストアを選択し、すべてのコンピューティングノードがホストタブに表示されていることを確認
します。

6. vMotion とデータストア -02 を検証してください。

a. vCenter Server を NetApp-HCI-Datastore-02 （ Storage Only vMotion ）に移行します。

b. vCenter Server を各コンピューティングノードに移行する（コンピューティング専用の vMotion ）。

7. NetApp Element Plug-in for vCenter Server に移動して、クラスタが表示されることを確認します。

8. ダッシュボードにアラートが表示されていないことを確認します。

vCenter Plug-in を使用して NetApp HCI を管理します

NetApp HCI をインストールしたら、 NetApp Element Plug-in for vCenter Server を使用して、クラスタ、ボ
リューム、データストア、ログ、アクセスグループ、イニシエータ、およびサービス品質（ QoS ）ポリシー
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を設定できます。

詳細については、を参照してください "_ NetApp Element Plug-in for vCenter Server のドキュメント _"。

[vSphere Client のショートカットページ] | vcp_shortcuts_page.png

Hybrid Cloud Control を使用して NetApp HCI を監視またはアップグレードします

必要に応じて、 NetApp HCI ハイブリッドクラウド制御を使用して、システムを監視、アップグレード、また
は拡張することができます。

NetApp Hybrid Cloud Control にログインするには、管理ノードの IP アドレスにアクセスします。

Hybrid Cloud Control を使用すると、次の操作を実行できます。

• "NetApp HCI のインストールを監視する"

• "NetApp HCI システムをアップグレードします"

• "NetApp HCI のストレージリソースまたはコンピューティングリソースを拡張します"

• 手順 *

1. Webブラウザで管理ノードのIPアドレスを開きます。例：

https://<ManagementNodeIP>

2. NetApp HCI ストレージクラスタ管理者のクレデンシャルを指定して NetApp Hybrid Cloud Control に
ログインします。

NetApp Hybrid Cloud Control のインターフェイスが表示されます。

詳細については、こちらをご覧ください

• "NetApp HCI のセットアップガイド"

• "TR-48820 ：『 NetApp HCI Networking Quick Planning Guide 』"

• "NetApp Element Plug-in for vCenter Server のドキュメント"

• "NetApp Configuration Advisor" 5.8.1 以降のネットワーク検証ツール

• "NetApp SolidFire Active IQ のドキュメント"

H シリーズハードウェアを設置

NetApp HCI の使用を開始する前に、ストレージノードとコンピューティングノードを正
しくインストールする必要があります。

を参照してください "ポスター" 指示を視覚的に表示します。

• [ワークフロー図]
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• [設置を準備]

• [レールを取り付けます]

• ノード / シャーシを設置

• [スイッチを設置します]

• [ノードをケーブル接続]

• [ノードの電源をオンにします]

• NetApp HCI を設定します

• [設定後のタスクを実行]

ワークフロー図

このワークフロー図は、インストール手順の概要を示しています。手順は H シリーズモデルによって多少異
なります。

• H410C および H410S

• H610C および H615C

• H610S

H410C および H410S

[H410C および H410S の設置ワークフロー] | workflow_h410c.PNG

H610C および H615C

H610C および H615C では、 2U / 4 ノードシャーシと違ってノードとシャーシが別々のコンポ
ーネントではないため、「ノード」と「シャーシ」は同じ意味で使用されます。

[H610C および H615C の設置ワークフロー] | workflow_h610c.png

H610S

H610C および H615C では、 2U / 4 ノードシャーシと違ってノードとシャーシが別々のコンポ
ーネントではないため、「ノード」と「シャーシ」は同じ意味で使用されます。

[H610S の設置ワークフロー] | workflow_h610s.png

設置を準備

設置準備として、出荷されたハードウェアの中身を確認し、不足しているコンポーネントがある場合はネット
アップサポートにお問い合わせください。

設置場所に次のものがあることを確認します。

• システム用のラックスペース。
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ノードタイプ ラックスペース

H410C ノードと H410S ノード 2 ラックユニット（ 2U ）

H610C ノード 2U

H615C および H610S ノード 1 ラックユニット（ 1U ）

• SFP28 / SFP+ 直接接続ケーブルまたはトランシーバ

• RJ45 コネクタ付属の CAT5e 以上のケーブル

• システムを設定するためのキーボード、ビデオ、マウス（ KVM ）スイッチ

• USB スティック（オプション）

出荷されるハードウェアは、注文内容によって異なります。新しく購入した 2U / 4 ノードの注
文には、シャーシ、ベゼル、スライドレールキット、ストレージノード用ドライブ、ストレー
ジノードとコンピューティングノード用ドライブ、電源ケーブル（シャーシあたり 2 本）が含
まれます。H610S ストレージノードを購入した場合、シャーシにはあらかじめドライブが搭載
されています。

ハードウェアの設置時に、梱包材と包装をすべてユニットから取り除いてください。これによ
り、ノードの過熱やシャットダウンが防止されます。

レールを取り付けます

出荷時のハードウェアの注文には、一連のスライドレールが含まれています。レールの取り付けを完了するに
は、ドライバが必要です。インストールの手順は、ノードのモデルごとに多少異なります。

装置が転倒しないように、ラックの下から順にハードウェアを設置してください。ラックに安
定化デバイスが含まれている場合は、ハードウェアを取り付ける前に取り付けてください。

• H410C および H410S

• H610C

• H610S と H615C

H410C および H410S

H410C ノードと H410S ノードは、 2 組のアダプタが搭載された 2U / 4 ノード H シリーズシャーシに設置さ
れています。丸穴のラックにシャーシを設置する場合は、丸穴のラックに適したアダプタを使用してくださ
い。H410C ノードと H410S ノードのレールは、 29 インチ ~ 33.5 インチの奥行きのラックを収容します。レ
ールが完全に収縮すると、長さは 28 インチになり、レールの前部と後部は 1 本のスクリュだけで固定されま
す。

完全に契約されたレールにシャーシを設置する場合は、レールの前面と背面のセクションが分
かれていることがあります。

手順

1. レールの前面をラック前面ポストの穴に合わせます。

2. レール前面のフックをラック前面ポストの穴に押し込み、バネ付きのペグがラックの穴にカチッと収まる
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まで押し下げます。

3. レールをラックにネジで取り付けます。ラックの前面に取り付けられている左側のレールの図を次に示し
ます。

[2U 用のレール取り付け] | h410c_rail.gif

4. レールの後部をラックの背面ポストまで伸ばします。

5. レール背面のフックを背面ポストの適切な穴に合わせ、レールの前面と背面が同じ高さになるようにしま
す。

6. レールの背面をラックに取り付け、レールをネジで固定します。

7. ラックの反対側で上記の手順をすべて実行します。

H610C

次の図は、 H61OC コンピューティングノード用のレールを設置する手順を示しています。

[H610C コンピューティングノードのレールの設置。] | h610c_rail.png

H610S と H615C

H610S ストレージノードまたは H615C コンピューティングノードのレールを設置する図を次に示します。

[H610S ストレージノードと H615C コンピューティングノードのレールの設置。] | h610s_rail.gif

H610S と H615C には左右のレールがあります。H610S / H615C の取り付けネジを使用してシ
ャーシをレールに固定できるよう、ネジ穴を下部に向けます。

ノード / シャーシを設置

H410C コンピューティングノードと H410S ストレージノードは、 2U / 4 ノードシャーシに設置しま
す。H610C 、 H615C 、および H610S の場合、シャーシ / ノードをラックのレールに直接設置します。

NetApp HCI 1.8 以降では、 2 つまたは 3 つのストレージノードでストレージクラスタをセット
アップできます。

梱包材と包装材をすべてユニットから取り除きます。これにより、ノードの過熱やシャットダ
ウンが防止されます。

• H410C ノードと H410S ノード

• H610C ノード / シャーシ

• H610S および H615C ノード / シャーシ

H410C ノードと H410S ノード

手順

1. H410C ノードと H410S ノードをシャーシに設置します。4 つのノードを設置したシャーシの背面図の例
を次に示します。
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[2U の背面] | hseries_2U_rear.gif

2. H410S ストレージノードのドライブを設置します。

[ドライブが取り付けられた H410S ストレージノードの前面図。] | h410s_drives.png

H610C ノード / シャーシ

H610C では、 2U / 4 ノードシャーシとは異なり、ノードとシャーシが別々のコンポーネントではないた
め、「ノード」と「シャーシ」は同じ意味で使用されます。

ノード / シャーシをラックに設置する場合の図を次に示します。

[に、ラックに設置されている H610C ノード / シャーシを示します。] | h610c_chassis.png

H610S および H615C ノード / シャーシ

H615C および H610S では、 2U / 4 ノードシャーシとは異なり、ノードとシャーシが別々のコンポーネント
ではないため、「ノード」と「シャーシ」は同じ意味で使用されます。

ノード / シャーシをラックに設置する場合の図を次に示します。

[に、ラックに設置されている H615C または H610S ノード / シャーシを示します。] | h610s_chassis.gif

スイッチを設置します

NetApp HCI 環境で Mellanox SN2010 、 SN2100 、および SN2700 のスイッチを使用する場合は、次の手順
に従ってスイッチを設置してケーブル接続します。

• "Mellanox ハードウェアユーザーマニュアル"

• "TR-4836 ：『 NetApp HCI with Mellanox SN2100 and SN2700 Switch Cabling Guide 』（ログインが必要
）"

ノードをケーブル接続

既存の NetApp HCI 環境にノードを追加する場合は、追加するノードのケーブル配線とネットワーク構成が既
存の環境と同じになるようにしてください。

シャーシ背面の通気口がケーブルやラベルで塞がれていないことを確認します。これにより、
過熱によってコンポーネントで早期に障害が発生する可能性があります。

• H410C コンピューティングノードと H410S ストレージノード

• H610C コンピューティングノード

• H615C コンピューティングノード

• H610S ストレージノード
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H410C コンピューティングノードと H410S ストレージノード

H410C ノードのケーブル接続には、 2 本のケーブルを使用する方法と 6 本のケーブルを使用する方法の 2 つ
があります。

ケーブルを 2 本使用する構成は次のとおりです。

[に、ケーブルを 2 本使用する H410C ノードの構成を示します。] | HCI_ISI_compute_2cable.png

[青い点] ポート D および E の場合は、 SFP28 / SFP+ ケーブルまたはトランシーバを 2 本接続して、管理、
仮想マシン、ストレージの共有接続に使用します。

[パープルドット] （オプションですが推奨） CAT5e ケーブルを IPMI ポートに接続します（アウトオブバンド
管理接続用）。

ケーブルを 6 本使用する構成は次のとおりです。

[に、ケーブルを 6 本使用する H410C ノードの構成を示します。] | HCI_ISI_compute_6cable.png

[緑色の点] ポート A とポート B については、管理接続用に 2 本の CAT5e 以上のケーブルをポート A と B に
接続します。

[オレンジ色の点] ポート C および F について、 SFP28 / SFP+ ケーブルまたはトランシーバを 2 本接続しま
す。

[青い点] ポート D および E の場合は、 SFP28 / SFP+ ケーブルまたはトランシーバを 2 本接続します。

[パープルドット] （オプションですが推奨） CAT5e ケーブルを IPMI ポートに接続します（アウトオブバンド
管理接続用）。

H410S ノードのケーブル配線は次のとおりです。

[は、 H410S ノードのケーブル配線を示しています。] | HCI_ISI_storage_cabling.png

[緑色の点] ポート A とポート B については、管理接続用に 2 本の CAT5e 以上のケーブルをポート A と B に
接続します。

[青い点] ポート C および D について、 SFP28 / SFP+ ケーブルまたはトランシーバを 2 本接続します。

[パープルドット] （オプションですが推奨） CAT5e ケーブルを IPMI ポートに接続します（アウトオブバンド
管理接続用）。

ノードをケーブル接続したら、シャーシごとに 2 つある電源装置に電源コードを接続し、 240V の PDU また
は電源コンセントに差し込みます。

H610C コンピューティングノード

H610C ノードのケーブル配線は次のとおりです。

H610C ノードはケーブルを 2 本使用する構成でのみ導入されます。すべての VLAN がポート
C とポート D に存在することを確認します

[に、 H610C ノードのケーブル配線を示します。] | H610C_node-cabling.png
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[濃い緑のドット] ポート C および D の場合は、 SFP28 / SFP+ ケーブルを 2 本使用してノードを 10 / 25GbE

ネットワークに接続します。

[パープルドット] （オプション、推奨） IPMI ポートで RJ45 コネクタを使用してノードを 1GbE ネットワー
クに接続

[ライトブルードット] 両方の電源ケーブルをノードに接続し、 200~240V の電源コンセントに電源ケーブルを
接続します。

H615C コンピューティングノード

H615C ノードのケーブル配線は次のとおりです。

H615C ノードの導入は、ケーブルを 2 本使用する構成だけです。すべての VLAN がポート A

とポート B に存在することを確認します

[に、 H615C ノードのケーブル配線を示します。] | H615C_node_cabling.png

[濃い緑のドット] ポート A とポート B については、 SFP28 / SFP+ ケーブルを 2 本使用してノードを 10 /

25GbE ネットワークに接続します。

[パープルドット] （オプション、推奨） IPMI ポートで RJ45 コネクタを使用してノードを 1GbE ネットワー
クに接続

[ライトブルードット] 両方の電源ケーブルをノードに接続し、電源ケーブルを 110~140V の電源コンセントに
接続します。

H610S ストレージノード

H610S ノードのケーブル配線は次のとおりです。

[に、 H610S ノードのケーブル配線を示します。] | H600S_ISI_noderear.png

[パープルドット] IPMI ポートで 2 つの RJ45 コネクタを使用してノードを 1GbE ネットワークに接続しま
す。

[濃い緑のドット] SFP28 または SFP+ ケーブルを 2 本使用してノードを 10 / 25GbE ネットワークに接続

[オレンジ色の点] IPMI ポートで RJ45 コネクタを使用してノードを 1GbE ネットワークに接続

[ライトブルードット] 両方の電源ケーブルをノードに接続します。

ノードの電源をオンにします

ノードがブートするまでに約 6 分かかります。

次の図は、 NetApp HCI 2U シャーシの電源ボタンを示しています。

[に、 H シリーズ 2U の電源ボタンを示します] | H410c_poweron_ISG.png

H610C ノードの電源ボタンを次の図に示します。
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[に、 H610C ノード / シャーシの電源ボタンを示します。] | H610C_power-on.png

H615C および H610S ノードの電源ボタンを次の図に示します。

[に、 H610S/H615C ノード / シャーシの電源ボタンを示します。] | H600S_ISI_nodefront.png

NetApp HCI を設定します

次のいずれかのオプションを選択します。

• 新しい NetApp HCI のインストール

• 既存の NetApp HCI インストールを展開します

新しい NetApp HCI のインストール

手順

1. 1 つの NetApp HCI ストレージノードの管理ネットワーク（ Bond1G ）で IPv4 アドレスを設定します。

管理ネットワークで DHCP を使用している場合は、 DHCP で取得されたストレージシステ
ムの IPv4 アドレスに接続できます。

a. キーボード、ビデオ、マウス（ KVM ）を 1 つのストレージノードの背面に接続します。

b. ユーザインターフェイスで Bond1G の IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスを設
定します。Bond1G ネットワークの VLAN ID を設定することもできます。

2. サポート対象の Web ブラウザ（ Mozilla Firefox 、 Google Chrome 、 Microsoft Edge ）を使用し、手順 1

で設定した IPv4 アドレスに接続して NetApp Deployment Engine に移動します。

3. NetApp Deployment Engine のユーザインターフェイス（ UI ）を使用して NetApp HCI を設定します。

他のすべての NetApp HCI ノードは自動的に検出されます。

既存の NetApp HCI インストールを展開します

手順

1. Webブラウザで管理ノードのIPアドレスを開きます。

2. NetApp HCI ストレージクラスタ管理者のクレデンシャルを指定して NetApp Hybrid Cloud Control にログ
インします。

3. ウィザードの手順に従って、ストレージノードとコンピューティングノードを NetApp HCI 環境に追加し
ます。

H410C コンピューティングノードを追加するには、既存の環境で NetApp HCI 1.4 以降を
実行している必要があります。H615C コンピューティングノードを追加するには、既存の
環境で NetApp HCI 1.7 以降を実行している必要があります。

同じネットワーク上に新しく設置した NetApp HCI ノードは自動的に検出されます。
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設定後のタスクを実行

使用しているノードのタイプによっては、ハードウェアを設置して NetApp HCI を設定したあとで、追加の手
順を実行する必要があります。

• H610C ノード

• H615C および H610S ノード

H610C ノード

設置した各 H610C ノード用の GPU ドライバを ESXi にインストールし、その機能を検証します。

H615C および H610S ノード

手順

1. Web ブラウザを使用して、デフォルトの BMC IP アドレス「 192.168.0.120 」に移動します

2. ユーザー名 root とパスワード calvin を使用してログインします

3. ノード管理画面で、 * Settings > Network Settings * と移動し、アウトオブバンド管理ポートのネットワー
クパラメータを設定します。

H615C ノードに GPU が搭載されている場合は、設置した H615C ノードごとに ESXi に GPU ドライバをイ
ンストールし、その機能を検証します。

詳細については、こちらをご覧ください

• "vCenter Server 向け NetApp Element プラグイン"

• "_TR-48820 ：『 NetApp HCI ネットワーククイックプランニングガイド』 _"

• "NetApp Configuration Advisor" 5.8.1 以降のネットワーク検証ツール

ストレージパフォーマンスを最適化するために LACP を設定し
ます

NetApp HCI ストレージクラスタのパフォーマンスを最適化するには、各ストレージノー
ドに使用するスイッチポートで Link Aggregation Control Protocol （ LACP ）を設定し
ます。

作業を開始する前に

• NetApp HCI ストレージノードの 10 / 25GbE インターフェイスに接続されたスイッチポートを LACP ポー
トチャネルとして設定しておきます。

• ストレージトラフィックを処理するスイッチの LACP タイマーを「高速モード（ 1 秒）」に設定し、フェ
イルオーバー検出時間を最適化しておきます。導入時に、すべてのストレージノード上の Bond1G インタ
ーフェイスが自動的にアクティブ / パッシブモードに対応するように設定されます。

• ストレージネットワークを処理するスイッチで、 Cisco Virtual PortChannel （ vPC ）または同等のスイ
ッチスタッキングテクノロジを設定しておきます。スイッチスタッキングテクノロジを使用することで
LACP とポートチャネルを簡単に設定でき、ストレージノード上の 10 / 25GbE ポートとスイッチの間の
トポロジでループが発生するのを防ぐことができます。
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手順

1. スイッチベンダーの推奨事項に従って、 NetApp H シリーズストレージノードに使用するスイッチポート
で LACP を有効にします。

2. NetApp HCI を導入する前に、ノード上のユーザインターフェイス（ターミナルユーザインターフェイス
または TUI と呼ばれる）ですべてのストレージノードのボンディングモードを LACP に変更します。

詳細については、こちらをご覧ください

"vCenter Server 向け NetApp Element プラグイン"

Active IQ Config Advisor で環境を検証

NetApp HCI ハードウェアを設置して NetApp HCI をインストールする前に、環境が
NetApp HCI ネットワークの要件を満たしていることを確認する必要があります。Active

IQ Config Advisor は、ネットワーク、スイッチ、および VMware vSphere の設定を検証
することで、環境に対してチェックを実行します。このツールでは、問題の解決に役立
つレポートが生成されます。また、インストールの準備やスケジュール設定のために、
プロフェッショナルサービスエンジニアにレポートを転送できます。

Active IQ Config Advisor をインストールします

NetApp HCI ネットワークにアクセスできる PC に Active IQ Config Advisor をダウンロードしてインストール
します。

手順

1. Web ブラウザで、ネットアップのサポートメニューから「 * Tools 」を選択し、 Active IQ Config Advisor

を検索して、ツールをダウンロードします。

"ネットアップサポートサイトのツール"。

エンドユーザライセンス契約（ EULA ）に同意すると、ダウンロードページが表示されます。Microsoft

Windows 、 Linux 、および Mac のバイナリは、「 * Client Tool * 」パネルから入手できます。

2. 実行ファイルを実行します。

3. 言語を選択し、 * OK * をクリックします。

4. 「 * 次へ * 」をクリックします。

5. EULA を読み、「 * I Agree * 」をクリックします。

6. 「 * Install * 」をクリックします。

7. [ ファイル名を指定して実行（ Run Active IQ Config Advisor ） ] が選択されていることを確認して、 [ 完
了（ Finish ） ]

しばらくすると、新しいブラウザウィンドウまたはタブで Active IQ Config Advisor UI が開きます。
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Active IQ Config Advisor を使用します

Active IQ Config Advisor はブラウザウィンドウで実行され、ネットワークと環境に関する情報を収集しま
す。 NetApp HCI の導入に支障をきたす可能性のあるネットワークや設定の問題を解決するためのレポートを
生成できます。

作業を開始する前に

管理ネットワーク、 VMware vCenter Server のネットワークにアクセスできるデバイス（既存の VMware 環
境に参加する場合）、および NetApp HCI に使用するスイッチに Active IQ Config Advisor をインストールし
ておきます。

Mellanox スイッチを使用しており、ネットアッププロフェッショナルサービスを導入の一環と
して設定する場合は、スイッチの情報を指定する必要はありません。

このタスクについて

Active IQ Config Advisor は、情報収集のために読み取り専用チェックのみを実行します。コレクションの一
部として変更される設定はありません。

手順

1. Active IQ Config Advisor を開きます。

Config Advisor が Web ブラウザに * 基本設定 * ウィンドウとともに表示されます。ここでは、グローバル
収集設定を定義し、収集結果を暗号化できます。

2. コレクションプロジェクトを暗号化するには、「 * 暗号化設定 * 」セクションにパスフレーズを入力しま
す。

これにより、このコレクションプロジェクトを作成した後でロードできるのは、そのコレクションプロジ
ェクトだけになります。

3. 「 * ユーザー検証 * 」セクションに自分の名前とメールアドレスを入力して、このコレクションレポート
を自分のものとして特定します。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

5. [ 新しいデータ収集を作成する *] をクリックします。

6. [Collection Type]( コレクションタイプ *) ドロップダウンメニューで [Solution Based *]( ソリューション
ベース *)] を選択します。

7. [* プロファイル ] ドロップダウンメニューで [ NetApp HCI 事前展開 * ] を選択します。

8. [Type] 列のデバイスのタイプごとに、 [*Actions] ドロップダウンメニューで NetApp HCI ネットワーク内
のデバイスのタイプ番号を選択します。

たとえば、 3 つの Cisco スイッチがある場合は、その行の [*Actions] カラムドロップダウンメニューから
3 を選択します。指定した Cisco スイッチごとに 1 つずつ、 3 行表示されます。

Mellanox スイッチを使用しており、ネットアッププロフェッショナルサービスを導入の一
環として設定する場合は、スイッチの情報を指定する必要はありません。

9. 特定したスイッチについて、管理 IP アドレスおよび管理者のクレデンシャルを入力します。

10. 特定した VMware vCenter Server に対して、次のいずれかを実行します。
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◦ 新しい vCenter Server を導入する場合は、サーバで計画している IP アドレスまたは Fully Qualified

Domain Name （ FQDN ；完全修飾ドメイン名）を指定してください。

◦ 既存の vCenter Server に参加する場合は、 IP アドレスまたは FQDN と、そのサーバの管理者クレデ
ンシャルを入力します。

11. オプション：スイッチに関する情報を追加した場合は、「 * Switch Validation * 」セクションにコンピュ
ーティングノードとストレージノードの数を入力します。

12. 使用するコンピューティングノードのケーブル接続構成は、「コンピューティングノードネットワーク」
セクションで選択します。

13. [ コンピューティングノードネットワーク * ] セクションで、スイッチの管理ネットワーク、 vMotion ネッ
トワーク、ストレージネットワークに使用する VLAN タグを、個々のスイッチポートと VLAN タグで入力
します。

14. スイッチの管理ネットワークおよびストレージネットワークに使用する VLAN タグは、「ストレージノー
ドネットワーク * 」セクションに個別のスイッチポートと VLAN タグで入力します。

15. 「 * Network Settings Check * 」セクションに、管理ネットワークの IP アドレスとゲートウェイ IP アド
レス、および DNS 、 NTP 、 vCenter Server （ NetApp HCI を使用して新しい vCenter Server を導入す
る場合）用のサーバのリストを入力します。

このセクションでは、 Active IQ Config Advisor を使用して管理ネットワークを確実に利用できるようにす
るとともに、 DNS や NTP などのサービスが適切に機能するようにします。

16. 入力したすべての IP アドレス情報とクレデンシャルが有効であることを確認するには、 * Validate * をク
リックします。

17. [ 保存 ] または [ 収集 ] をクリックします。

これにより収集プロセスが開始され、収集が実行される進行状況と収集コマンドのリアルタイムログを確
認できます。[* 進捗状況 *] 列には、各収集タスクの進捗バーが色分けされて表示されます。

進捗バーは、次の色を使用してステータスを表示します。

◦ * 緑 * ：収集はコマンドの失敗なしで終了しました。展開リスクと推奨事項を確認するには、 * アクシ
ョン * メニューの * 表示と分析 * アイコンをクリックします。

◦ * 黄 * ：一部のコマンドエラーで収集が完了しました。展開リスクと推奨事項を確認するには、 * アク
ション * メニューの * 表示と分析 * アイコンをクリックします。

◦ * 赤 * ：収集が失敗しました。エラーを解決してから、収集を再度実行する必要があります。

18. オプション：収集が完了したら、任意の収集行の双眼鏡アイコンをクリックすると、実行されたコマンド
と収集されたデータが表示されます。

19. [ * 表示と解析 * （ View & Analyze * ） ] タブを選択します。

このページには、環境の全般的な健全性レポートが表示されます。円グラフのセクションを選択して、特
定のチェックに関する詳細や問題の説明のほか、導入の成功に支障をきたす可能性のある問題の解決に関
する推奨事項を確認できます。このような問題は、お客様自身で解決することも、ネットアッププロフェ
ッショナルサービスにご依頼いただくこともできます。

20. 「 * 書き出し * 」をクリックして、コレクションレポートを PDF または Microsoft Word 文書として書き
出します。
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PDF と Microsoft Word のドキュメント出力には、導入環境のスイッチ構成情報が含まれて
います。ネットアッププロフェッショナルサービスは、この情報を使用してネットワーク
設定を検証します。

21. エクスポートしたレポートファイルをネットアッププロフェッショナルサービスの担当者に送信します。

詳細については、こちらをご覧ください

"vCenter Server 向け NetApp Element プラグイン"

各ノードに IPMI を設定します

NetApp HCI ハードウェアをラックに設置してケーブル接続し、電源をオンにしたら、各
ノードに Intelligent Platform Management Interface （ IPMI ）アクセスを設定できま
す。各 IPMI ポートに IP アドレスを割り当て、ノードへのリモート IPMI アクセスが可
能になったらすぐにデフォルトの IPMI 管理者パスワードを変更します。

前提条件

環境が NetApp HCI をサポートできる状態になっていることを確認し、潜在的な問題を解決したら、導入前に
いくつかの最終的なタスクを完了する必要があります。

• Active IQ Config Advisor からのレポートが正常に作成されていることを確認します。

• ネットワーク、既存または導入予定の VMware インフラ、およびユーザクレデンシャルに関連する情報を
すべて収集します。

• NetApp HCI をラックに設置し、ケーブルを配線して、電源をオンにします。

IPMI ポートの IP アドレスを手動で割り当てます

各 NetApp HCI ノードの IPMI ポートでは、動的ホスト構成プロトコル（ DHCP ）がデフォルトで有効になっ
ています。IPMI ネットワークで DHCP を使用しない場合は、 IPMI ポートに静的 IPv4 アドレスを手動で割り
当てることができます。

作業を開始する前に

各ノードの BIOS にアクセスするためのキーボード、ビデオ、マウス（ KVM ）スイッチまたはモニタとキー
ボードがあることを確認します。

このタスクについて

BIOS 内を移動するには、矢印キーを使用します。タブまたはオプションを選択するには、 Enter キーを押し
ます。前の画面に戻るには、 Esc キーを押します。

手順

1. ノードの電源をオンにします。

2. 起動時に「 D 」キーを押して BIOS に入ります。

3. IPMI タブを選択します。

4. BMC Network Configuration を選択し 'Enter' キーを押します
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5. 「はい」を選択し、「 Enter 」キーを押します。

6. 「 * Configuration Address Source * 」を選択し、「 Enter 」キーを押します。

7. 「 * Static * 」を選択し、「 Enter 」キーを押します。

8. ステーション IP アドレス * を選択し、 IPMI ポートの新しい IP アドレスを入力します。終了したら Enter

キーを押します。

9. サブネットマスク * を選択し、 IPMI ポートの新しいサブネットマスクを入力します。終了したら Enter

キーを押します。

10. ゲートウェイ IP アドレス * を選択し、 IPMI ポートの新しいゲートウェイ IP アドレスを入力します。終
了したら Enter キーを押します。

11. イーサネットケーブルの一方の端を IPMI ポートに、もう一方の端をスイッチに接続します。

このノードの IPMI ポートが使用可能になります。

12. IPMI ポートが設定されていない他の NetApp HCI ノードについて、この手順を繰り返します。

H410C ノードと H410S ノードのデフォルトの IPMI パスワードを変更します

IPMI ネットワークポートを設定したらすぐに、各コンピューティングノードとストレージノードで IPMI 管理
者アカウントのデフォルトパスワードを変更する必要があります。

作業を開始する前に

各コンピューティングノードとストレージノードに IPMI の IP アドレスを設定しておきます。

手順

1. IPMI ネットワークにアクセス可能なコンピュータで Web ブラウザを開き、ノードの IPMI IP アドレスに
アクセスします。

2. ログイン・プロンプトにユーザ名 ADMIN とパスワード ADMIN を入力します

3. ログインしたら、 * Configuration * タブをクリックします。

4. [* ユーザー * ] をクリックします。

5. 「 Admin 」ユーザを選択し、「 * Modify User * 」をクリックします。

6. [ パスワードの変更 *] チェックボックスをオンにします。

7. [ パスワード *] フィールドと [ パスワードの確認 *] フィールドに新しいパスワードを入力します。

8. [* 変更 *] をクリックし、 [OK] をクリックします。

9. デフォルトの IPMI パスワードを使用するすべての NetApp HCI H410C および H410S ノードについて、
この手順を繰り返します。

H610C 、 H615C 、および H610S ノードのデフォルトの IPMI パスワードを変更します

IPMI ネットワークポートを設定したらすぐに、各コンピューティングノードとストレージノードで IPMI 管理
者アカウントのデフォルトパスワードを変更する必要があります。

作業を開始する前に

各コンピューティングノードとストレージノードに IPMI の IP アドレスを設定しておきます。
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手順

1. IPMI ネットワークにアクセス可能なコンピュータで Web ブラウザを開き、ノードの IPMI IP アドレスに
アクセスします。

2. ログインプロンプトにユーザ名「 root 」とパスワード「 calvin 」を入力します。

3. ログインしたら、ページ左上のメニューナビゲーションアイコンをクリックしてサイドバードロワーを開
きます。

4. [* 設定 * ] をクリックします。

5. [ ユーザー管理 ] をクリックします。

6. リストから * Administrator * ユーザーを選択します。

7. [ パスワードの変更 *] チェックボックスをオンにします。

8. [ パスワード *] フィールドと [ パスワードの確認 *] フィールドに、新しい強力なパスワードを入力しま
す。

9. ページの下部にある「 * 保存」をクリックします。

10. デフォルトの IPMI パスワードを使用するすべての NetApp HCI H610C 、 H615C 、または H610S ノード
について、この手順を繰り返します。

詳細については、こちらをご覧ください

• "NetApp SolidFire Active IQ のドキュメント"

• "vCenter Server 向け NetApp Element プラグイン"
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